市　有　財　産　売　買　契　約　書
　

　売払人　豊前市　（以下「甲」という。）と買受人　　　　　（以下「乙」という。）は、次のとおり市有財産の売買契約を締結する。
（信義誠実の義務）

第１条　甲及び乙は、信義を重んじ、誠実にこの契約を履行しなければならない。

（売買物件）

第２条　甲は、次の市有財産（以下「売買物件」という）を乙に売り渡し、乙はこれを買い受けるものとする。

(1)種別　　　普通

(2)財産名称　トヨタ　ハイエースバン
(3)車台番号　KDH223-0008096
(4)数量　　　１台

（売買代金）

第3条 売買代金は、金        円
(うち、取引に係る消費税及び地方消費税額　金     円)とする。
（契約保証金）

第4条 甲及び乙は、この契約を締結するにあたり、乙が甲に、契約保証金として
金30,000円を支払ったことを確認する。

２　前項の契約保証金には利息を付さない。

３　乙がこの契約に定める義務を履行しないときは、第１項に定める契約保証金は甲に帰属する。

（売買代金の支払い）

第5条 乙は、第３条に定める売買代金を、甲が指定する期日までに甲の定める金融機関
口座に納付しなければならない。

２　前条第１項に定める契約保証金は、乙の申し出により売買代金の一部に充当することがで
きる。
（所有権の移転）

第6条 売買物件の所有権は、乙が売買代金を完納したときに、乙に移転するものとする。

２　甲は、前項の規定により売買物件の所有権が移転した後に、乙の請求に基づき、甲が準備する移転登録等に要する書類を作成して乙に渡すものとし、乙は、当該書類の受領書を甲に提出するものとする。
３　乙は、遅滞なく移転登録手続きを行い、移転登録完了後の自動車検査証の写しを甲に提出し
なければならない。これに要する費用は、乙の負担とする。

（売買物件の引き渡し）

第7条 甲は、売買物件の所有権が乙に移転した日から１４日以内で甲乙両者が定める日に、甲

の指定する場所において乙に現状有姿のまま引き渡し、乙は直ちに当該物件の受領書を甲に提出するものとする。

２　乙は、売買物件の引き受け及び運搬の実施については、関係法令を遵守し、甲の指示に従
うとともに、これにかかる保険の加入、運搬等の手続きについては、乙が行わなければなら
ない。

３　前２項に要する費用は、乙の負担とする。
第8条 （引き受け遅延の承認）

第9条 乙は、売買物件の引き受けについて、天災その他正当な理由により引き受け遅延のお
それがあるときは、直ちにその事由を甲に届けて延期の承認を受けるものとする。
（危険負担）
第10条 この契約締結の日から売買物件の引き渡しの日までの間において、甲の責めに帰すこ
とのできない事由により、売買物件に滅失、き損等の損害を生じたときは、その損害は乙が
負担するものとする。

（契約不適合責任）

第１０条　乙は、売買物件に種類・品質又は数量に関して本契約の内容に適合しない状態があることを発見しても、売買代金の減免若しくは損害賠償の請求又は契約の解除をすることができないものとする。
（契約の解除）

第１１条　甲は、乙がこの契約に定める義務を履行しないときは、この契約の解除をすること
ができる。

（損害賠償）

第１２条　乙は、この契約に定める義務を履行しないために甲に損害を与えたときは、その損
害を賠償しなければならない。

（費用の負担）

第１３条　この契約の締結及びこの契約に定める義務の履行に関して必要な一切の費用は、乙の
負担とする。
（法令等の規制の遵守）
第１４条　乙は、売買物件の法令等の規制を熟知の上、この契約を締結したものであることを
確認し、売買物件を利用するにあたっては、当該法令等を遵守するものとする。

（疑義等の決定）

第１５条　この契約に定めのない事項又はこの契約に関して疑義が生じたときは、甲乙協議の
上、これを定めるものとする。

（裁判管轄）
第１６条　この契約に関する訴えについては、甲の事務所所在地を管轄区域とする裁判所を専属の裁判所とする。

この契約の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自その１通を保有する。

令和5年　　月　　日
甲　福岡県豊前市大字吉木９５５番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊前市長　　後藤　元秀
　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（住所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（氏名）
